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白書2017“トピックス”

• 日本浮上（地方創生）の「蜘蛛の糸」
• 産業振興，観光振興，移住定住促進，少子化対策など
• 「お釈迦様」不在，地域間競争という「蹴落とし合い」

• スポーツ（＝「蜘蛛の糸」）による地域活性化・まちづくり
• スポーツの振興 ⇔ スポーツによる地域振興は二律背反?

• スポーツライフの公平性確保 ⇔ 産業化によるプロフィットセンター化
• 官僚制的スポーツ統制 ⇔ 収奪的スポーツ市場開拓
• 公的資金のみに依存した地域スポーツ振興の財政破綻リスク
• 市場原理に基づく地域スポーツのビジネスマーケット化リスク

• 「スポーツまちづくり」への統合
• コンテンツとしてのスポーツ＋ネットワーキングとしてのスポーツ
• 「消費行動・経済活動，連携・協働関係を成立させるネットワーキング」
• 地域・生活原理に基づく公正・互恵重視の「共創的スポーツ空間の創造」
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本日お伝えしたいこと

“スポーツまちづくり” から
“スポーツコンベンション・マネジメント” が起動する

（地域の）インナー・ブランディング → アウター・ブランディング
（地域の） 求心力 → 遠心力

 スポーツを大切にするまちが，
スポーツコンベンションの地域活性化効果を最大化する

 “スポーツ・プロモーション” の提案
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スポーツ・プロモーションの原点としての＜スポーツ・イノベーション＞

まちとスポーツの自分コト化
まちの寛容性と創造性の基盤づくり（クリエイティブ都市）

インナー・ブランディングとしての＜スポーツまちづくり＞

スポーツを大切にするまちづくり
まちの求心力（価値創造力）

アウター・ブランディングとしての＜スポーツ・ツーリズム振興＞

スポーツ・コンベンションのマネジメント
まちの遠心力（魅力発信力）

図 スポーツ・プロモーションの構造とプロセス＜概念図＞

本日お伝えしたいこと
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インナー・ブランディングとしての＜スポーツまちづくり＞

スポーツを大切にするまちづくり
まちの求心力（価値創造力）

スポーツの振興

スポーツによる地域振興

地元スポーツヒーローの育成
（一貫指導システム，育成型プロクラブ）

スポーツ熱の醸成・拡大
（スポーツライフの地域間格差是正）

スポーツの諸効果に関する認識共有
（スポーツが活用できるという体験共有）

ツーリストを歓迎する包容力向上
（まちの多様性向上の価値への理解）

スポーツの諸効果の創造力向上
（スポーツを活かす新たな方法の検討）

地域スポーツクラブの拡大・自立
（地域住民による自律的クラブ経営）

みるスポーツライフの格差是正
（地域レベルのスポーツ大会の盛り上げ）

スポーツボランティアの活動促進
（ボラとしての自律的活動，成⾧保障）

スポーツツーリズムに関する意味共有
（開発がもたらす功罪の体験的理解）
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スポーツまちづくりの機運醸成
（おかやまスポーツプロモーション研究会の創設機運）
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スポーツまちづくりの機運醸成（おかやまスポーツプロモーション研究会の創設機運）7



アウター・ブランディングとしての＜スポーツ・ツーリズム振興＞

スポーツ・コンベンションのマネジメント
まちの遠心力（魅力発信力）

シティ・マーケティング
（DMO×地域スポーツコミッション）

スポーツ観光誘客
（オンリーワンの経験価値，）

関連消費誘導

コンベンション誘致
（施設の利用調整，整備）

産業連関の創造
（共創的なスポーツ産業構造の構築）

“地元産” のコンベンション経営
（外部資源依存からの脱却）

地元ボランティアの組織化・育成
（活躍と研修の機会創造，ボラ組織の構築）

コンベンション周辺環境の整備
（大会情報の共有，まちの回遊性向上）

施設の活用可能性向上
（スマートベニュー®）
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岡山県新庄村
SHINJO-HIRUZEN SUPER TRAIL
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岡山県新庄村:SHINJO-HIRUZEN SUPER TRAILに向けたトライアル（1年前）10



岡山県新庄村:SHINJO-HIRUZEN SUPER TRAILに向けたトライアル（4か月前）11



岡山県新庄村:SHINJO-HIRUZEN SUPER TRAIL 12



岡山県新庄村:SHINJO-HIRUZEN SUPER TRAIL 13



岡山県新庄村:SHINJO-HIRUZEN SUPER TRAIL
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岡山シーガルズを日本一にする会（仮称）
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岡山シーガルズを日本一にする会（仮称）
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スポーツ・プロモーションの原点としての＜スポーツ・イノベーション＞

まちとスポーツの自分コト化
まちの寛容性と創造性の基盤づくり（クリエイティブ都市）

市民への熱の拡散
（危機意識，問題意識，当事者意識の醸成）

情報拡散と市民的対話の促進
（“言”による積極的な報道）

公共性・公益性の向上
（“学”による研究と言語化）

産官学金労言士の協働構築
（協働シナジーの創出）

多様な論理の総合化
（情報と課題の共有，多様性の許容）

多様な知の活用
（知識創造のファシリテート）

対話場の創出
（“あそび”と“ひろば”，緩やかなネットワーク）
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まちとスポーツを自分コト化する対話場としての
おかやまスポーツプロモーション研究会

おかやまスポーツプロモーション研究会
公式Facebookページ
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• 代表:梶谷俊介氏（一社岡山経済同友会地域振興委員⾧・岡山商工会議所副会頭）
• 2014年10月創設．2017年7月現在で35回開催．総参加者100名に到達．
• 法人格無し，財布無し，議事録無し，参加費無し，参加（不参加）自由，
完全割り勘の懇親会，来るもの拒まず
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地域の
アウター・ブランディング

まちの遠心力

地域の
インナー・ブランディング

まちの求心力

スポーツによる「地域創生」 ≒スポーツを地域生活とリンクさせるベクトル

いわゆる “地方創生” ≒スポーツで稼ぐベクトル

スピンアウト的公式化

スピンアウト的公式化
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おかやまスポーツプロモーション研究会からのスピンアウト的公式化

おかやまスポーツコミッション（仮称）設立検討委員会

民間活力による
運動部活動支援体制の構築

プロ・スポーツ試合時の
渋滞緩和プロジェクト

おかやまスポーツコミッション（仮称）の機能案
• 岡山市と両輪となって，スポーツを活性化・振興すること．
• スポーツコンベンションの「広義の波及効果」※を高めるための
「周辺コト」を支援し，大会主催・競技団体の「役に立つ」こと．

• 岡山市のスポーツ振興・スポーツツーリズム等に関わるシンクタ
ンク機能をもつこと．

• 産官学金言によるスマー
トベニュー®構想

• 岡山シーガルズの専用練
習場・アリーナ整備をプ
ラットホームとした地域波
及効果の追求

• 推進組織として「岡山
シーガルズを日本一にす
る会（仮称）」を構築中

地方創生型アリーナ整備構想
岡山シーガルズを日本一にする会

2020東京オリパラに向けた
代表チーム合宿誘致支援

障がい者トップスポーツ支援
パラ事前合宿誘致

• 県教育庁保健体育課を
事務局とした産官学ス
ポーツによる部活動支援
体制の構築プロジェクト

• スポーツ庁「民間活力によ
る運動部活動支援体制
の構築のための実践研
究」 採択

• ファジアーノ岡山の観戦者
に対するモビリティ・マネジ
メント

• 国道交通省岡山国道事
務所・ファジアーノ岡山・
岡山大学による共同プロ
ジェクト

• おかやま障がい者スポーツ
支援協議会

• トップ・パラアスリート，岡
山市，県障害者スポーツ
協会，岡山南ロータリー
クラブ，岡山大学（高
岡）による連携・協働

• パラ・ナショナルチームの合
宿誘致の推進

• バレーボール代表チームの
合宿誘致の推進

• 岡山市・岡山県による国
代表チームの合宿誘致の
バックアップ

 2017年3月創設．
委員会参加団体（6月現在）

• （一社）岡山経済同友会（文化・スポーツ委員会）
• 岡山商工会議所（スポーツ支援委員会）
• 岡山県（スポーツ振興課）
• 岡山市（スポーツ振興課・観光コンベンション推進課）
• おかやま観光コンベンション協会
• 岡山県体育協会
• 岡山大学

インナー・ブランディング（まちの求心力） アウター・ブランディング（まちの遠心力）
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地域の
アウター・ブランディング

まちの遠心力

地域の
インナー・ブランディング

まちの求心力

スポーツによる「地域創生」 ≒スポーツを地域生活とリンクさせるベクトル

いわゆる “地方創生” ≒スポーツで稼ぐベクトル

交流人口増加絆・愛着・誇りの醸成
移住・定住促進

地域・経済活性化
生活の豊かさ向上

まちの多様性・
包容力・創造力の向上

スポーツ・プロモーション
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さいごに
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“まちとスポーツを自分コト化する対話場”から
“スポーツまちづくり” が起動し，そこから

“スポーツコンベンション・マネジメント” が起動する。

スポーツコンベンション・マネジメントが
次なるスポーツまちづくりを生み出す。

このスパイラルアップには，
まちとスポーツを自分コト化する対話場からの

エネルギー供給が必要。


